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松ま
つ
岳た
け
山や
ま
城
跡　

西
蒲
区
岩
室
温
泉

　

岩
室
神
社
の
背
後
に
標
高
一
七
四
メ
ー
ト
ル
の
松ま

つ

ヶが

岳た
け

（
松
岳
山
）
が
あ

る
。「
岩
室
小
富
士
」
と
い
わ
れ
る
目
立
つ
山
で
、
神
社
の
わ
き
の
道
か
ら

登
る
と
、
一
〇
分
ほ
ど
で
山
頂
へ
着
く
。
松
岳
山
城
跡
は
、
松
ヶ
岳
山
頂
に

築
か
れ
た
山
城
跡
で
あ
る
。
山
頂
か
ら
は
、
東
に
広
が
る
越
後
平
野
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
南
北
の
山さ

ん

麓ろ
く

も
一
望
で
き
る
。

図131　城跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」

　

山
頂
部
に
あ
る
東
西
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
五
メ
ー
ト
ル
の
平へ

い

坦た
ん

地
に
、
城
の
中
心
部
の
実
城
が
築
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
平
坦
地
の
南
端
に
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
の
高
ま
り
が
あ
り
、
櫓

や
ぐ
ら

台
の
跡
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
山
頂
部
の
周
辺
に
は
、
階
段
状
に
平
坦
地
が
造
成
さ
れ
て
お
り
、
要
所
に
堀
や
土
塁
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
特
に
、
城
の
西
側
に
作
ら
れ
た
空か

ら

堀ぼ
り

（
大
堀
切
）
は
、
上
幅
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
底
幅
約
一
〇
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
高
い
防
御
性
と
と
も
に
、
鉄
砲
に
よ
る
戦
い

が
行
わ
れ
た
戦
国
時
代
の
造
作
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
山
城
の
範
囲
は
、
東
西
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
、

南
北
八
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

中
世
の
古
文
書
に
は
松
岳
山
城
の
名
前
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
城
の
実
態
や
来
歴
に
つ
い

て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
松
岳
山
城
の
西
南
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
は
、小
国
氏
の
本
拠
の
天
神
山
城
が
あ
る
。

松
岳
山
城
は
、
戦
い
の
際
に
天
神
山
城
の
支
城
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第２章　弥彦・角田山周辺の遺跡　

　

松
岳
山
城
跡
は
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）

年
に
岩
室
村
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
新
潟
市
の
史

跡
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
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図132　山城遺構　『吉田町史』資料編１から転載

図133　松ヶ岳（松岳山）


